Shimotsuma, Toronosuke 下間寅之助 （1878-1925) : Shimotsuma was a coin dealer and author 
of a few numismatic works. Shimotsuma also started a periodical about coins entitled Kosen 
(古銭) that was published from 1917 -1925. He also produced several editions of Taisho shinsen 
kosen no shiori 大止新撰古銭之 that catalogued pictorial coins (e-sen) and Dai nihon koshihei 
meikan 大日本古紙幣銘鑑 which explored Japanese paper money. Shimotsuma also 
published Torasenro tomojo (romanization?) 虎僵楼榻模中占 . This was a twelve volume set 
of rubbings of his coin collection. It was reprinted in 2017 and the book cover is shown below 
with the author's photograph and two extracted pages from this book. 



Torasenro tomojo (romanization?) 虎僵楼搨模帖 
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泉々堂後藤茂助君 

後藤氏は三重縣龜山町の人にして前に職を關西鐵道會 社 1:奉し 後ち 
關西截道が鐵道院の買收する處どなれる爲め轉職して湊町保線事務 
所詰 i な 4管轄 區內の 名 古 屋湊町 間 山山京都 和歌 山間を日々 巡視せ 
し傍ら古錢家を訪問して錢談を聞き又古錢の探收尤も熱心を極め闊 
を得れば下間虎傷樓に出向きて研究に沒頭す又古鏡及び慶長以前の 
金石文の榻模や淀川ょり發見する土人形の 蒐集を 以て娛樂す泉々 
堂の號は先の先迄研究する*>特長なる爲め先先の片語を泉々堂 ご名 
付けられし な6現に奈莨鯀王寺鐵道官舎1:住し研究を 續けられつ ゞ 
ぁ6 (愛泉記〕 

\ 
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(大正六年十二 s 十五日發行：} 


古 錢*'<號 

初見錢之紹介 

團端平元寳重1厘 

靑森 山蔦藏 





r 戈： 



鐵製當十背腐蝕甚だしく文字を見るベからす緣に九味 
あり四川蜀道にて獲たりど云ふ 


囹紹定元寳 重二匁七分五厘 

同 上 

班製當三錢背面穿下五字ぁ b 穿上文字ぁる*>如きも不 
明な6、され V 」 他錢に つきて 見る1:穿下の五字明1:し 

て而か 
も穿上 
明かに 
文字無 

きもの 

あるを 

見れば本品も穿上文字無きものなる ベ 



ffl 嘉定元寶5匆 i 厘 

* 同 上 

背利州一 VJ あ b 

鐵范銅鋳1:して 
銅質黃白色を呈 
す成都府1:て獲 

.r - 6/u tQ 
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囹大正六年を遂る 

光陰は矢の如くでぁりま t 大洪水や暴風雨や四年越の 
歐洲の大戦亂や露國支那の革命及び內 SL なざ種々雜多 
の出來事•か相次で起りまして恰&も走馬燈を見る如く 
暑いビか寒いどか言つて居る中1:大正六年も將に過ぎ 
去る事に成りました 

本誌•か本年五月«々の聲を揚げましてから早や < ヶ月 
を過ぎまして順調に發育を致して居りまするのは愛讀 
者鱔君の御爱顆に外ならぬ S 有り難く思つて居ります 
今ま大正六年の古«界を顧みまするご守田寶丹及今井 
風 山軒の藏泉を初め尾の道の f 春泉堂、宇治山田の 
松葉二 I 、長崎の小川洞溪等諸家の) K 錢は皆大阪の 
某々家の轉藏 I :歸しましれのは特筆すべき事であろう 
ビ思ひます又； t 戶の木村布流瀕爾、大阪の水野方圓堂 
两氏の物故せられましたのは心細き威じが致します•か 
又新に研究家の增加致しましたので十分補充が出來る 


二 

事 VJ 存じます 

猶今後の本社の盡策して居る事も又聊かな*>ら抱負も 
ありまする♦か是は追 ❖ ビ發表致します事 VJ 致しまして 
改年ど共に本誌は第二卷第一號ビいたします二卷壹號 
に播栽すべき項目を擧げまする VJ 
午年の古錢1:付て 三上花林塔 
午歲1:銪られた古餞に就て 安藤游仙 
高麗 錢 誌(續〕藤間常平庵 ) 
所 威 一 則 安藤游仙 § 
隆平富壽三方目出度い 下間虎傅 
古 0 百 談 古泉學道人 
勑 B e 干支 西®愛泉 
古«商の大阪 東谷 II 堂 
此外永野家記錄は益々進行して镛«の事から當時の經 
财狀饞迄にも說及ぼし其他の記事も愈々洗練致します 
る筈であります から 讀者諸君に向て倍舊の愛 顧を 希 ひ 
ますこれ を In 刊の辞ど致します 
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寄 


囹穴 



書 


一 錢篇** 

東 京 花林堪主人 


さて最初の 「 si っ一」はでぅいふ方式でや知ましたかわか 
せんが、「穴一」 i なる i 我々の行ふたのは、彼我 
の 「n マ ▲ 郁を穿ちたる穴の中に投入し、彼此交互に 
#自の「玉 J を以て穴中を籩んで力任せに投じ、穴の中 
にあるものを、穴の外へ i き出して、其出たるものを 
利するのです、故に「穴一」なる成語*>出來たもの£思 
ふのです 

年穴二の外に「キブしどいふの も あ6ます、是も支那 
の^^で、いづれも「コマ」1:は現物の通用设を用ゐて 
m ますものですから我々は親から禁止されてやる事*> 
33 來ません から、 他人のするのを見て居るばか b でし 

n 

此遊政が錢を用ゐて輸贏を爭ふのですから全く賭博 e 


_じなので、我等の禁止されて行はなかつれのも# a 
であす、笔寬永」や「供 A」 やの常1:見なれ tj もの 
を作つれ霣作者の意中も忖度されます 
「面打 j のや b か tt は二種あ b まして、其一方を「おこ 
し」 VJ いひ*^^す、 是最初歩のもので、 JMi 各一を出し 
交互»:己のものを以て K のものへ上ょ b 落下しつゞ打 
當て_办たるものを利するので、是は屋內、屋外、 
地上を論せす行ふ事が出來ます、他の一法は「ぶッつ 
け」ビ 云ます、之は地上に圓を 割し、 其內へ彼我各1«7) 
を出し、己のものを以て歒のものゞ外俩へ打ち當て、 ( 
糨外へ！Iき出して之を利するので、の遊戴は三人 
でも 四人で も出來るので す、 此 「おこし」「ぶ ッつ け」 v> 

いふ名稱は東京の方言ですが、 各地國を異 にすれば 地 
方々々 の方言 もありませ ぅし又「面打」のやり方 も 種々 
あ b ませうから、 御存じの諸君は本誌にて增補追加せ. 
られんこビを希望します、 古泉 會の餘 興 1:大供 i > 行て 
見たいです 

さて 「穴 一」「キ•ツ」 「面打- M は前に述たる如き方式で、 
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弾き出すべき「玉」には厚く且大なるものを要求します 
是享肉繪栽の因て起る原因であります、故1:私は厚肉 
の繪錢は皆「穴一錢」であるこいふのです、給ょり®捕 
は哲さんの御藏品をょく M ♦へて御%になればわかちま 
す、疵だらけのや、外側の九く打漬されたのや*>多く 
ありませぅ、夫がないのは行使されなかッたものです 
是等の遊戯は「献に勝つ J 利する」 e いふ*>目的ですか 
ら"「勝つ」則「强い」又「利す」等の意味ある「玉」を喜ば 
る、は人情、大人も小見もかわりません、其主意から 
して「辨 HLT 姪子"大黑 J 齣引」なざの■案せられたる 
MrIK は直に取て用ゐられ、夫等の重且大に作られたる 
ものは皆是等の要求に應じて作られたもの VJ 私は斷定 
したのです 

又是等の！ M 法は皆歒のものへ打當てるのが主意です 
から「當る J ごいふ緣語から思ひ付いて大成効を得るも 
のを「當てた Jt り屋」 i いひ、1な V 」の大入を取り 
たるを「當り芝居 J 當り狂言」ビいふよりして劇塲をシ 
ンポル する座主の较や座の软 や、 夫から當 6 芝居で評 


判のよい役者を「當り役者」どいふより、其役者の软を 
鏞出す事(:なり、人も喜んで夫を貢ふよりして終に鏡 
屋でも製造販賣する事になッたもの VJ 思ひます 
此遊戯の起原は私の考へ通すれば九州が起原地で 
すから逐次關西へ及ぼし京阪地方に流行し夫より關東 
へ傳播したものごします、故1:此種の「穴一錢」は京阪 
地方1:多く、又役者の软も京阪地方の役者の紋♦か多い 
ので、隨て製作地も京阪地方ごなるのです 
此「穴 一«」の事に就ては故方圓堂水野翁も、たしか「集 ) 
古會誌」へ「親屋11」ビいふ題で御眘きになッたご覺 b a 
て居ります、今手許に御座いませんが誰樣でも御所持 
の方は故人を偲ぶよすが1:本誌へ苒錄あらんこ S を希 
望いたします 

句古泉筐銘 

萬世之 fti * o 天 * 有*^仰察泊！^ a 古人。筐 «* 靜 

««永親。 右攝北池田住整木！！三 K (方賦) 

® 条筐 麯 

1筐に納めて爱るたの t さよ J 

«ごや f の古令たからを 右慝»1«舍(_||«#4|) 
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圈琉球通寶の分類 (SID 

Ml « 山大 • 久志卓 A 

£!■ 百文^:背の當百く且つ其字体大な b ) 
1中字文字整然面文大きくして五品{7!^|!5) 
二背文大宇»作2の一中字に似たれ r も琉球の二 
字稍中宇ょ b 大にして背文亦大な b 通の宇のャな 
る籌分一の中字ょ b 大な b 三品 
三 irHhst 球の球の宇球 i なるな > 普逢の球は 
球の如く) K 長す H 品 
W 小宇(面文)之は三0$の球の字(〇薅長せ 
るな b 即ち斯くなるな b 球(<.系にして二 R 
五大笑面文)當百中*一の最大形珍中の珍たるを 
髡れす涠緣にして$の大檝中字に相當するも© 
な b 當百の背文は中字等よ b 稍小なり一品 
以上當百大字は甚羈少な办 、 i 通寶當百八百枚中十 
五枚の割合にて其割合殆んざ小字ご同じく一、八パー 
セントぐらいのものな6實に其形体獨特にして大いに 


其の*を II にす 

W 灌—大字之 a 名の〗|が如く礼|くして«变 
は大字當百の二背文大 IN # あり背は飱ん tr 小字の背 
'の麴く當 H の二字小な b 一種にして手* b 無 i « 
合七攻は八パ|セ^卜«ち七分或は八分な卜 
( 4 )$普通の i の之に二種^-^ 

一«!緣之は II 緣 VI 云ふ程のこ€なきも*葉|:»す 
上に於て撕く云ふな二の細* vj は弟ん VJII 6 
所なし然れでも 一«湎緣は字肉太く特に通の L の 
爾或は！！を見る時は直に分別するこざを得二！！|»(3« 
ょ b 僅少し即中字の中四 m 六分許—む 
二細緣之は 91 緣の說明にて略"知る事を得可し «p 
ち字肉細く通の L 特に然の中五割四五分を 
占む 

以上中宇は當百中九割を占む最も多くして普通我等珠 
球當百 VJ 稱するは之なら 

今迄述べ來れるもの、內最も珍な b ビするは當百にて 
は當百大字中の五大字ビ小宇、一正配琉球に A するも 

M 
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* 


の、中の最美品、半朱中に於ては一大樣中宇二湎緣三 
$小楗四細_字なり最普通 f するは當百にて$ 
二種半朱にては中緣な6 
大体の分類ビ其割合を表 Ke せん 
竿朱(琉球全体中 〕 f 三五パーセ y 卜 
當百(仝 占仝上六十五 パ丨 J 卜 
1素 (1 〇〇、パ—セ y 卜 tf す} 

手替一、二、三、四、五、六、七、八、十の九品 
合せて(二、パーセ y 卜) 

九、中緣(九七、ニパーセ y 卜) 

II 當百(一 00 、バーセ V トビす〕 

1小字 I 、五パーセント 
2大字當百(當百大字〕 |、七パーセ V 卜 
3濶孔郭大字 八、マセ％> 

中字 八八、八パ丨セ >卜 
瀾緣 四〇、パーセ v > 

11緣 四八、八パーセント 
卸ち當百の小字及び大宇當百は1の當百 IK 中各一枚 


中字| 


竿の割合なり之れょり見ても小字大宇當百の给なるを 
知る可し、而して今迄*ベ來れる所は小生の愚見にし 
て到底依る可き性質のもの1:非す小坂脇氏所有の半朱 
異所裝等も一度打形なりごも拜見致し度 V 」思ひ居れる 
なり、然るに此異害餞の如き珍品を分類中に加へ得ら 
れざるは余 S しては實に*念なり又其1度不忠 II なれ 
然し余 VI しては斯かる一^な意ょりして分類せしもの 
に非す今後も又其方面に向ひて研究し新發見にても有 
らば亦之に加へん£するものな b 仝時1:又琉球通寶にの 
鬌する智譏ある方の宜 -L く御敎導を乞ふものなり、而(21 
して琉球通寶は鹿兒島 B にて嫌し事は動かす可らざる 
なるも其餞史の如き殤考書の無き爲め之を撤底旳 
1:研究す S を得す ■ はくば«史及び琉球に關する史實 
の本等$せらる ゞ 方の余1:衡して硏究資料を與へら 
れん事を切薹する次第な be 押形を添へられしも？〕 




4どから I 令ち№¢1おがみ 、 ttl 
だ»から r らの i ♦をいになる _票山人 
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囹靑島物語、 

38 路 藤田愛泉生 

□ □大錢の瓶敷ょりも看板口口 

本誌第一號に大錢の親敷ビして空想的摸造錢が奈茛に 
於て鋳造せられて居るどの記事*>揭栽されて居 b まし 
た*>當地1:はまだ^^大きいものを鎮造して居ぅます 
から報告いたしましょぅ嫌縣の東關ビ云ふ處1:現在鍺 
造して居りますものは直徑四寸(大觀通寶)直徑五寸 
(大泉當千)ど云ふ頗る大なるもの•かあ b ます地質は具 
餘でありますが靑黑の古色を帶び如何1:も古錢らしく 
見^ますが新らしく鑄造して居るのです內地から來た 
ものは珍らし*>つて求める人も择山にある樣です、瓶 
敷には少しく大き過ぎるか VJ 思ひます、之れを古錢屋 
さんの看阪 U でもはめ込んだなら一寸面白いだろうミ 
思 ひます 

□ □支那銅貨中の珍□口 

支那は御承知の通り各省毎に銅貨を鋳造して居ります 


から其 II 類は幾百あるか分りません以前1:錆造して居 
b ますものは日本 VJ 同じ樣に當制錢一文、二文、五 文 
十文、二十文であります M 現在通用して居すもの 
は十文即ち一錢鋇貨丈けの樣であす支那にも有穿 
銅貨を錆造するごか鍺造して居るごかき、まし n •力ま 
だ見たこ i はあ bi せん此の澪山な種類の銅貨の中で 
頗る珍らしい、めつたに目にか ゞ らぬものは左の一種 
であ b ますこれは支那人は古錢扱ひにして居ります 



囫柳北遺稿 

湩上漁史 

成島柳北翁は帝都墨堤1:居し其碩學にして古銭の鑒 
锇豕たる事は江湖の知る所な b 今明治十四年四月京 

七 
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松石子#•韻して贈らる (?:) 

ねみだれ髮(第四) 

松石子三溪翁旣に去る漁史爛醉將に眠らんす適ま舟 
玉赙來た b 訪ふ漁史欣然枕を推して起て日く余客歲病 
で將に死せんビす自から謂ふ復た汝を見る能はす VJH 
らざりき今日茲に相見ん VJ は醉ふ VJMVJ も又飮まざる 
を得す VJ 乃ち®を剪て再び酌まんビす揞も好し山田志 
馬亦友人を拉して歌舞練塲に在り价を馳せて漁史を通 
ふ玉卿を携へて直ちに住く舞技罷で又万亭に赴き痛飲 
して去る四日快«宿醉起つ能 a す頭重く脚軟な b 按摩 
を呼べ Vi 命す小嫌答て云ふ 本府性 年ょ b 按摩を 禁すご 
漁史大笑して日く我れ之を知れ b 然れ r も新大爺莪に 
其禁を 解きし ならん婢日く否々漁史失望 極ま b 復た衾 
を擁して臥す忽ち»啄の聲を聞く推ぞご問ふ日く小倉 
佐七 ( SS 中島喜兵術 (12 金)なり近日古«數稗を獲た 
b 來たつて先生の精鑑を乞ふビ漁史心軎び神蘇す急に 
二客を延き品評數刻天旣に午なり乃ち二客を拉して三 
杉堂に赴く堂主は舊知なり直ち»:»を呼び妓を||す內 


1 Q 

f 孝亦»して來たる遊典益々旺す坐 n 一絕を得たり 
老來猶受小裙初 G 又買芳樽向—0 
傳限花 M 春若，瓣歌呼起舊風懷。 

一小妓極めて淸婉箋を M ベて漁史の詩を乞ふ乃ち書し 
て贈る 

侑杯捧硯座多時。顔月様眉0 
慧眼憐他認文士-〇彩箋請我寫新詩。 

惜い哉漁史醉て其名を忘る钬んで二更1:及ぶ比衆皆散 
す漁史 Kil 步する能はす«孝に扶けられて寓に歸るを 14) 

得たり S 

漁史西京に來たりしょり詩酒追逐殆んざ虚日無し然 
るに東京自由新 W は漁史の西遊を臆測して本顧寺及 
び大阪両新聞の葛藤を解かん爲めなりご配せり搗呼， 

漁史は元來面倒なる事•か甚だ嫌ひの男なり何を苔ん 
でか此の好時©1:負き他の紛擾に BH せんや其れ程氣 
のきかぬ男ご漁史を思ふは自由記者も亦酷なる%» 

よれ征據漁史は此 HWiiM ごも大阪へは立寄らぬなり 
猜ふ偵一偵せよ〇 
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ねみだれ髮(第五」 

五日晴漁史翠上人ご偕に京に入 b しょ bsl : 五日を經 
たり 漁史は日 i : 故舊 ビ* び上人は本山 1: 大法會有るを 
以て亦日|:匆$だ一刻の§を爲すを得す是の日法 
會全く學り漁史亦少しく閑な b 乃ち相携て傅覽會塲に 
赴く往年は該會を大內の»上に_きしに今は會塲新築 
XI 一^布置極めて整®す之を我*>東京の勸業傅覚會堪 
に比すれば其の 1 の大小素ょ btfir を竣たすビ雖 r も 
其の給搆の佳にして便なる圃池の幽にして雅なる案 U 
す可きもの 有るな b 府廳の心を用ひたるこど淺少 
に非ざるを知る而して！6客は甚だ寥々たるが如し蓋し 
年々開場の故ならんか出品は M 器辙物を冠ごす美にし 
て且つ廉な b 他は錄するに足らす木屋坊の金§に過 
ぐ山田氏の寓なり漁史京に來たるや必す木屋坊に寓し 
日に東山を M む這回寓宿長からざるを以て- ft に卜せす 
本日此樓に上ぼれ徐に東山に 8 K し曾遊を追憶すれば威 
情に堪へざるもの有り此夜深渾子紳戶よ b 來たり鴨柬 

»: 在る を n き又往て一酌し！ t 戶の遊びを約して別る。 

(未 S 


■ $ 考証史 

囹一氷 野 家記錄 (5# s ) (禁8> 

(永野政之助石卷鴒錢塲出强中日記) 

一當慷塢所詰左之通 

撕啶律 P 石川八右術門 本 〆 添役金須秀次15) 
横 目伊藤養輔 役人丹野武治(21 
加勢役人板橋 升 下役 S 晕治 
下 《片桐三郞太夫 〆 
小人目付二人替合 改門下番一人宛 
右俩 床頭一人、足輕二人、下番二人、 H 二人 
外門番見强床頭一人、足輕二人 
右見張所內五ケ所豐ケ所二人宛相結候事、 

一傾主より手當金渡方左に 
金五拾两引請ノ菊田源兵術代®靑山重助 



<L)lcr> 006 -sn-T3 d# (usn ssaJuurts/SJo.-HsnJ+JTLl-HfDLrw^//: d ； 1411 / 13 a)ZTlTDTP-(ulD00n " S(u-Hrt3-Hs paJ-HHun(ULI; 一 . UI UTTOEOau Tlclnd 

9USZS-I3n/S 0 ZA3lT9lpueiripij//:sdUM / iW 9 rsl w rn I 90-90-0SZ UO p 91 eJ9us 


Digitized! by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


111 


代我菊田源太郎 


金參拾两 

金粉五两贰分 
金拾贰两 


代役添役兼 


淺野屋利兵術 


名主 


阿部 


金揞五两 
金桧 两 

鑫贰两 

金七两贰分 

«四百六掄文 


會所 M 合勘定役主立 ^見淸兵 B 

平 勘定 ノ大淼屋忠兵 術伊勢屋源 次® 
• K 役獮五右術門貝入方渡方 S 

Bms 、 同德藏、櫻田屋歎吉 、菊 田 
屋 I 、京屋蕃次、梅津屋庄五郎" 
吉兵術 〆 七人 
蜃支配人 千田屋久兵術 

ft 屋费屋忠次、高橋勘兵術、富永 
屋春吉茶#長井屋傳亩 

嫌^-置 I 上番二 

人下臺所四人 

源力湯屋支配甚吉日行事 

1竹內—大吹1太田 

長五部 

膝—石塚今朝五郎、杳1、橘 
田屋万藏大吹主立蕃五鑼、德瘰、 


II 贰百贰揞文 

錢三百文 


忠作 

大鼓打大吹所部屋頭 


銑割主 a 


齋藤— 


友七 
人込方 


和泉屋勤 


爾 

两 


«二百文 
金揞五 

五两 
金格 两 
«贰百文 


藏帳付襄棒頭富«小頭兵亩 

蹈韆塢四十八人 
日々出人足二十人 
北方 錢屋佐藤屋漀助 
两下錢屋塚田量蒙 


南方錢屋 


千葉屋利三郞 


I 良助—十五人 


同下錄屋黑川屋庄松 
砂燒場主立ム 

锻冶方 主立想 •* 郎 大工棟梁 K 右— 

門 同躲棟梁 新作 §主立^ p 

,蜃 

^51^八ヶ房之內 
f 方形場拾四ヶ所 

北麵5主立友吉龙餞®!!吉、久111*、【之 
助、 W ®、 長八、由« 〆 


16) 


<L)lcr> 006 -sn-T3d#(usn ssaJuurts/SJo.-HsnJ+JTLl-HfDLrw^//: d ； 1411 / 13 a)ZTlTDTP-(ulD00n " S(u-Hrt3-Hs paJ-HHun(ULI; 一 . UI UTTOEOauTlclnd 

9USZS-I3n/S 0 ZA3lT9lpueiripij//:sdUM / iW 9 rsl w rn I 90-90-0SZ UO p 91 eJ9us 


Digitized! by 


Google 


Original from 

UNIVERSITY OF CALIFORNIA 


s 震主立蕃並霞五兵 衡、熊 三郎 、榮 

‘镢 、利助、 德 次、 熊 之助 〆 
西 之方形 編拾 四ヶ所 

北側錢頭主立四郞助壁方 想播 兵術 

並 餞 頭久藏 、擴 九郞 、伴 次、 富 八、 喜四軀 
南侧錢頭 主立吉一一一郎 並震忠 古、想與 次、 良 
助、銀 次®、善七、與六 〆 
右贰拾八形塲之內壹形塲に壹人宛都合 W 拾八人也 
黄銀之 ft 

一東面灶方三百八人 

右*壹灶1:付 t 人にて增人共に賃銀《方之儀は出來 
s 分 ft 相渡候 
1(:内譯拾貫文に付 
一贰百五^<设道 
一百四拾五文下形 
一九拾文— 

ニーー 拾文種链 
仕螩方 h 相 ab 候« 


一百六拾文番子 
一五百文引返し 

一八拾 K 文91人 


1五拾炙 代搢頭1 W 播四文並代搢 
1四拾四文」-同代搢 合貸錢 f 文 
外し增人壹人有之候 b は右貧«&方に對し镤 f 
前にて自分相補候事 
1犬吹所船編其外共飯焚出し方六人 
右登日壹人に付賃百三十文立に有之候18^百文に相 
改る . 

一儀磨方拾六人 
右は壹日壹人1:付百叁拾文立 
一元蹐鞴埸四拾 人 
右は壹日壹人に付«百文立 
1佴蹐鞴塲四拾人 
右は壹日費人に付*:百文立 

一大吹所四拾九人？«塞二人ルスへキ三人 ■ 
入七人銑留二人炭焚二人金珥二人炭盛® 
人香盤舂二人土#*二人下鉢六人外片付 
三人鉄4二人 ft 鉢九人板焚二人部屋顯一 
人 


7 
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右金碎ど申者江戶表小管御塲所におゐて金盛ど栩唱 
候右銑鉢 V 」申者江戶表小菅御塲所におゐて汰り物 
方 VJ 相唱候右铁4ビ申者江戶表小菅御^所におゐ 
て鉄鉄入ご相唱候 

右は賃銀高下有之候 b 共凡割並壹人に付平均贰百五 
拾文立に相成候由但脇棟梁は除之 
一砂燒塲拾五人 

右は壹日壹人に付貳百文立 
一銑鉄照し幷割揚 

右は銑鉄拾貫目に付八拾五文立岩銑鉄に候 b は同斷 
九拾五文立 
一形大 H 

右は賁人！:付壹日賃錢贰百七拾文立 
一緻冶方 

右は壹人に付壹日间斷 
一日々出人足拾人 

右は仕事多少1:より人數增减も可有之當時右人數壹 
人に付賃敍贰百文立 


S 

合人數五百拾贰人 

但壹人に付豐日白米七合五夕立之積を以相渡す 
取締向 

一粗鉄割塲 b 渡方之儀幷右龃鉄割揚之分收納共に取締 
之儀は橫目見届にて役人幷下役貢入役立合之上銑藏 
ょり出入いたし候尤錠前封印之儀は橫目方にて取締 
居候 

一大吹所 b 割銑相渡候砌は橫目幷役人買入役之者立合 
相渡申候 ) 
一鎢放餞收納之節橫目幷役人下役勘定役立合にて貫目 r218 
相改 it 屋之藏 h 佤納いたし翌日未明事：摺之者 b 相渡 
仕揚餞取調仕候錠前封印之儀は橫目方におゐて取締 
居候 
右之通 

當錆錢塲»:て相用候銑鉄左之通 
一餌內本吉郡北方氣仙猪折 i 申所より出候岩欽銑岩并 
那柬山津谷川 VJ 申所よ-出る砂鐵銑右は豐ケ年積壹 
萬貫程より出不申候由にて南部よ4*鉄銑砂鉄銑両 
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樣買入候而栩用候 

'但最初之內は砂雠鉄而己買入來 b 候處當月ょり岩鐵 
銑も買入候事に相成る南部よ り買 人相塢當節左之 通 
岩鐵銑金費 TS に付拾九貫目替 
移«銑金壹両1:付拾八貫目替 

(以下次號 } 


囹東山時代の永樂錢 

天武£三年吾固に銀 a じめ て出しょ b 銀錢を用られ 
tvi 見へたり其十二年に及びて鋇錢を多く用ひて銀« 
を止められし也た >し此頃の銅は外國ょり來れる成べ 
し是ょ b 先は米穀絹布を用 ひて 物を交易せしな b ( l ) 
W 上の天德二年乾%大寶を鴒て此後本朝にて錢を錆ら 
れし 事いまだ 聞す皆々異朝 M 代の錢を用ひし ビ 見へ t2 
卜、斯て大明_の天子太宗1:典苑院公方義滿彼國の 
** を受られ其後異朝1:して永樂新錢を鴒られしか ば 
我 H へも分ち賜へ b 其後東山公方 ft 政の代に奢侈を好 
むて§乏しか b ければ 5 E 正五年文明七年同十五年三 


度迄大明の天子に栽を送らるべき由を望猜申さる中 1 C 
も文明十五年には十萬貫をたに玉は b なば我國の用足 
らんご歎き申されき其頃には如何程まで我國の財用は 
乏しかりき又案る1:一說に永樂天正の頃よ b 我國にて 
永樂餞を通用せしど云 事 あ b 是は永樂壹貫文を以て古 
錢四貫文に當永樂«法にて古«を以て用ひられし i 云 
事也©慶長十三年十二月永樂錢を止め京栽を用ふ京 
餞ビは異朝代々の古铁也是よ b 永樂錢の法は止しな b 
宽永十三年六月寬永通寶を江戸 i 近江の 國坂本 £両所 19) 
にて鎢らる是よりして 本朝の鋇錢ゆたかな b 猷廟の御 (21 

恩德も亦有 II き事なり、是より後寬文年中又新錢を镛 
らる褢 に文の字を しるさる (中略)唐土 も漢の 代程黃 金 
多 かちし 代は あらす 代々を經次第 1: 金銀少く成し程に 
宋の中頃より交鈔ご云て我國の紙錢の如くなる物を用 
ひ國用を通す元朝1:至ては專ら交鈔斗りを通し用ひ明 
析に 至て銅酱を 以て交鈔に まじへて 今に 至るな b 是漢 
以後は 金銀 鋦ごも 出る事 多からぬ故也ハ中略)漢以後の 
金銀鋇の次第にうせは てし 事 五胡五代の遼金元の代々 

2 
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六 


の* l に夷狄の他に取行亦海外の諸國交易の爲に失ひた 
b 我國の昔ょ b 用ひ來 りし 銅錢は 皆 異朝の錢也日本一 
歩に取來 りし 事珥も 夥しまして 萬國に取行し事を 珥る 
V し(始終我國の金銀銅外國へ出る事を深く憂 ふ) 

右五 寧略 斩弁白石 著 

圈土佐通寳錢に付て 

虎 傅 

土佐通寶當百錢及當二百錢の二種は土佐藩及大阪難波 
天保通寶當百餞鋳造の栽座に於て鍺造したる事は識者 
の旣1:知らる ゞ ものなるも余•か數年間土佐錢に付て硏 
死したる事實を左に記載せん 

余が開業以來上京毎1:中島孝治郞氏(二世泉貨堂)ょり 
閉けるは土佐餞は皆秤銭にて通用錢の存在なしどは余 
の耳底を放れす一時も忘れし事なかりしに遇般當地水 
野方 [ B 堂及薰香館の土佐通寶當百及二百の二 M を見て 
成程种錢ミ首肯せるが其他の當百及二百は全く前祀ーー 
品 V 」製作をこビ1:せるものを散見せ b 余は此れ必す通 
用餞なる V しご思ふ何ごなれば平地淺く面背及輪侧に 


M 目深く有りて全く普通天保當百の通用 V 」替れる處な 
し又 II 錢ビ余が首肯するもの、製作は面背の約束何等 
母錢ご替る處なし今種錢及通用錢を重量に付て左に示 
さん 

士佐通寶當百錢種餞六匁以上通用五匁五分以下 


同 當二百錢種鋟 


靈五 


通用十一匁以內 


以上は余が推定を記せるのみ記して大方の諸君に質し 
研究ある諸君の敎へを乞ふ 


|古錢百 


.談| 


雜誌、書藉の拔萃 

古泉學道人 

東京古泉協會雑誌に三十餘年前の古刀布餞の價格に付 
て秋陵君の記に 

此頃の愛泉家諸君は三十餘年前に於ける古刀布錢類の 
如何に高 la であつ たかを御忘れの事 ご 思ひますから左 
の價書きを記して温古知新の一端に供します 
守田寶丹君よ6同族守田重兵衛君へ讓られたる諸錢の 
價は今 H の眼よ b 見る ご 唯々驚く 許りであります 
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犯 

o 安：！化一金布此品明治泉譜三集原品金金拾圓 
〇安邑化二佥布同 上 11^11* 傅來金六拾 m 
〇空首武字布词 上 金五拾圓 
〇周無文同 上 金食拾五圓 
〇瑗.陰布15 上 金！！拾圓 
〇戈色布同 上 金抢八圓 
〇大形安陽布同 上 金贰拾五圓 
〇平陽美布 金贰拾六圓 
〇捆足閑字布 金拾 A 圓 
〇安 R 之法貨此品明治泉蹐原品 金貳百！ 
〇圓首白化刀同， 上 金拾五圓 
〇王莽金錯刀同 上 金參拾 B 
以上は買入原價な bvJJ 今日の 價格ご 雲泥の相違驚く 
V し • 

〇丹波北の庄發見錢 

丹波龜岡より西北二里餘*の庄村舊內藤備前守古城の 
麓なる某寺附近より捆出せしは宽政九年己閧七月十日 


の事なり二重壷に入れ壺の外は炭にて詰め壷の後1:鐾 
石あ b て其石の下に矢の根ありし*>何れも朽て碎けた 

錢の穐顛は 

〇和—珍廿品程黯哉 i ^5ず 

0萬年通寶十品程内格點一品有り 

3_叻8餐294 •ロロ i 此內大形 1 A 大形■錄背爪一品 ！| 緣 «| 字 
CW 梦 MSE 寸口 pfe 一，|小形！121品背左右星一品 

都合八十品ばかりなり以上荒木方斌說 
此內はね和同一品讚岐香木舍に現存せる由神功錢中不 
力一品は當地原田元寶堂所藏古色優秀一名此を精美神1) 
功ど稱し元寶唯一のものな b 紳功錢中星云々は鋳溜り (22 
の事ならん世に有名なる*の庄掘ご稱するものは上記 
の如くなり 

〇淀川掘出し錢の報告 

余が明治四十二年五月迄に當地淀川發見の皇朝錢の報 
告を大阪古泉會 II 誌に記せる事あ b 本誌に苒錄して鑛 
者に示さん 

〇和同两珍 數百品 大同小異 
〇萬年通寶 四十二品 內橫點六品小形二十一品 


七 
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一 A 


O 神功開寶 四十七品 內大形八品 iR 9 功六品 
〇隆手永寶 六十五品 內大形四品廣穿六品 
〇富壽神寶 二十九品 大同小異 
〇承和昌寶 三 品 普 通 
〇長年大寶 五 品 普通 
〇饒益神寶 三 品 同上 
〇貞覼永寶 一品 同上 
〇宽平大寶 二 品 同 上 
〇延喜通寶 二十七品 大形二品鈕錢五品 
〇乾元大賨 五 品 內鈕錢一品 
明治四十二年六月以降は後日詳細調査の上揭出すべし 
C 齊刀鐯刀の詩 

牝宋の詩人梅聖俞一日 SM 父の家を訪ふ原父酒を置^ 

て欵待し古錢二枚を出し示して洒を侑めたりき、其の 

一は齊の大刀にて長さ五寸五分他の一は新の鐯刀にて 

長さ二寸五分®俞乃ち詩を作- CS て日く 
00000 00000 
獨行齊大刀 嫌 形末瓌連 
00000 00000 
文存半辨齊 背有模法面 


於 ia 0 ^&& ?i ls 。 一 ^ 


精銅不蠢蝕 

イス《ラ 

〇柞原上棟錢 


0 0 0 0 0 

肉好鉤婉全 


狀«1£古«之乗第二集第七十四、七十八の二種は和漢三 
才圖繪1:柞原大明神大分郡にあり一名を西寒多之神ご 
いふ S 後の一の宮な b 祭神は三座にして神功皇后、應 
神天皇、武內宿禰を祭る、神階貞觀十一年三月廿二日 
從五位下、 It 家百廿社僧十六坊 VJ あれば性時は可なり 
の大肚な b しを思はしむ柞原上棟錢は該社南大門建築 
の際祝賀錢どして調製せるものにて年代は慶應三丁卯 
年五月上棟式執行の際配布せしも二種あ b 存在少なき 
ものなり 


r 


LJayl 令 K 


囹古錢問答 


古錢に tt ての W 問 
合は短文に H た L 


y ^ 

孔 方 生. 

問■鑑1:揭載 なき 品1: して 小生が 目擊 せるものに： b 
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て(一)寬永二厘背外轮上下1:□の中に夕の字の極 
印ある もの ゞ 價格(二)鳥居稻荷小形餞の55(三)寛 
永二厘背二十一浪にノあるもの(四〕*永長字錫« 
(五〕 元 豊折二(六〕貨布 (七〕 立念佛背十一波(八〕寬 
永銀錢(九〕元祐通寶背文の種類(十)聖和同は大阪 
東京1:約何品あ b や 

答隨分長い御尋(一)戯れに打たるもの十栽(二〕鳥居 
稻荷に小形なし模品か C 三) t 一浪1:背ノなし(四) 
»«なし錫なれば四五|11(五)五錢(六〕四五十錢 
(七〕 見た事なし(八)一圓以上(九)七八種(十〕十品 
位ならん 

伊豫 S 番太郞生 
問厚錢戎背寶盡し、七顦神背金守の二品は南部錢な 
るか 其價格 

答 IK 品共南部地方の镇造品ならんも眞物1:は非す模 
品なる べし一枚二三十錢位 

滿州两原縣 S 村 生 
|£眞餘厭勝錢一本萬利及環付乾坤錢の價格を問ふ 


答一本萬利押形拜見珍品一圓位理付乾坤二圓位 

高松究泉 堂 

n 皇朝8は和同拥珍以前 U 私锗餞あ b しは事實な"^ 
然るに R 一品の現存品な し i すれば疑な き 能は t 
果して右私供餞あ b し ビすれば栽 K の形狀如 何大 
方 a 者の高說を俟つ 

答大嫌输な b 先つ暫く御答へ致さす讀者諸君一つ議 
篇を§窨ありたし(此種投稿歡迎〕 

娠路 藤田爱泉生3) 

閧山東ょり歸娘直ちに探泉せしも當地は少し又同好(22 
も少し虎一先生も®^出身ごか聞及べ b 當地の 
古泉 家御敎示 あ b たし〇近頃成泰通寶一枚入手支 
那錢なるや如何〇表面立念佛背行書念佛一枚入手 
其價格〇厚肉 釣上げ 戎の價格〇古錢雜誌紙數 t 增 
加し讀者俱一^部檷を設けられたし〇旅行を利用し 
其地の古俄家訪門し錢說及所藏品拜見し斯道發展 
上 益す る 事 多し 故に古錢家を每號本誌に 紹介せら 
れたし 

一九 
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答西擅町淼置吉、大野町河野九平、俵町松浦伊五郎 
其他二三あれ V 」も記臆なし〇安南國錢なる成泰背 
十文は二圓位無背三圓位〇表面立念佛背行書錢模 
造〇釣上げ戎一圓以內〇本誌紙代印刷費騰貴のた 
め紙數减少其內增加の時期あ bK 者俱樂部二月號 
ょ b 設く古錢家紹介は旅行の方面本 Itl : 尋合し本 
肚の照會を求めらる ゞ が便利ならん然し近く古泉 
家番 w に出 JK せらる付て見られょ 

lilllllllllllilllllliiulllllllll 

圈海外彙報 

參 illilllllilmiimlllllllll 

〇 

W 6 品其他の Hil : 蹙況1:向ひたる爲めか米 B 合衆 
_にても！ I ® 甚だ拂底せる趣にて間 B 內费府桑港デ y 
ヴア I 、カ ー ソゾ四ケ所の造格所に於て金貨の鑛造を 
中止して專ら小銀貨の s 造に全力を注ぐこご、なれれ 

Vi 

〇 


§ 

合衆國にては十五仙貨幣を發行せんこどを要求せるも 
のあり活動寫眞會肚は從來の入塲料十仙を此がため十 
五仙に值上げするこごを得るならん VJ 運動おさ-^怠 
りなし VJ 先年三仙貨幣發行に就て議渝あ b し VJ き電車 
料五仙均一なるを此がため三仙1:值下げせざるを得ざ 
るに至るならん S 電者の大反 ft ありしビ同樣裏面 
には種々の魂謄あるを察すべし 
〇 

葡萄牙國にては銀貨鋦貨の全部を流通上ょり引撝げ祗 24 ) 
幣を以てこれに代 h んビすご云ふ多分時局の影響の爲 C2 
ならん 

〇 

獨逸國にては人民が私に小货幣を菩藏するため通货の 
t » K なるを防がん VJ て千九百十七年即ち本年以前の小 
貨害は千九百十八年一月一日以後一切通用を停止す6 
命令を發布せ b Vi 亦必死の窮策 Vi 云ふべし 
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illllllmlimlllllilmlmmi 

囹古泉界報 

illmmllllillillllmlmmli 
報告(高松から〕离松泉狂坊報 
當市五番丁香川縣立エ藝學校»:於て去る十一月十七日 
十八日の両日創立第二十五年祝贺會を皋行し古今の H 
藝美術品名書•一千有餘點就中歴史部に於て中川時針店 
出品の古金銀贰拾餘點日本繪錢支那厭勝錢百餘品藩札 
古紙幣等一百五拾餘點太田菊堂氏所藏の明治泉譜第一 
集 一 組等* W せり坂田香川縣知事藤本高松市長始め豪 
商紳士當市中の各學校 •> 長敎授生徒及一般の市民縱覽 
者 頗る 多く 両日 ビも殆んで一萬 人 以上なりき 、 

L 此種の報告歡迎〕 

報告 S 天から)潇洲硏究泉人投 
楙略御承知の通 b 最_洲內に i 泉家五十名以上出 
來候爲め古錢は珍品尠少にて困り候滿洲 に は餞 商なる 
ものなく爲めに自分等が集めたるものを泉友•か分讓£ 
か割愛 Vi か^*越され自家愛藏以外は先年他へ賣却致 
候併し貴家は古«薄誌を發行せられ泉界の爲め多大の 


御 盡力威じ居候附ては泉々及貨々天 雄 通賨背十字等は 
小生不用に相成自然御希望の方有之候は >禳渡し度候 
先は右報知致候追々滿洲の古泉家を訪問致し 御 報告申 
上度候早々 

報告(京城から〕 岡田生報 
虎傅兄當地の古泉界を報告せょごの事別段報告すべき 
程の出來事もなく候御承知の如く時下農繁期にて珍品 
を齎らす者な く 今少時は現狀維持なる べし 當地は先般 
古泉小集曾を催し來會者十四五名あ b 何れも相當の珍25) 
錢を出陳したり中1:も金及銀錢の開元通寶常平通寶戶(22 
十大錢は珍らしく拜見致候三韓海東東國普通品は中々 
1 1 山有之候開城發見のものは北もの慶州のものは南物 
i 一般»:稱へ居候普通品御入用に候はゾ何時にても御 
世話致候也下略 

報告(伊豫今治から〕山口安治郎報 
當地には秋山、田頭等を第一の好者ビして私等は第111 
流の好者1:候旣に六回古泉會を開催し追々愛泉家も會 
毎に增加致し當地の古泉家は自分の名を出す事を惲4 

111 
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內々集め樂み居り候人も少なかす候一度御來遊被下候 
は >古泉會も催し度存居候也猶貴肚愛泉君1:宜しく御 

傳へ被 下度候早々 

報隹(滿洲四平街から}創榮生報 
前略通日當地ょり百六十淸里の太吃咀ご稱する某縣知 
事の友人某老人(支那人〕古 II を愛藏致し居り過日知事 
1:要件あ b 序に古«|の有無尋ねし時紹介せられ拜見仕 
候* Mrs ー ビ通りは持ち居る所にて小生も初めて支那 
の古 II 書(害き寫し〕を拜見仕候其內泽山の高價餞も# 
ち居り實1:羡望に堪へざる所にて候故一度讓渡しを尋 
ね候181?れも一個拾圓位ど申し居り乎の出し樣もなく 
候*>大略大正古錢價袼8鑑にょ6時價を知るも又中1: 
は價格の K 栽なきものも持ち居候もし珍品 U 候は > 二 
三品貢入たく存じ候も其時價を知らす左のものは P 1 人 
の所有なら 

〇大泉五十背四出 OK * 五十面 背 四出 
〇至和重寶 折二鑛 c 明觯通寶 l M i^%g 
〇常平通寶鳊驩酐 。獬法元寶| ||£ 0 | 

其外名も知らざる珍品澤山有之珍品のみ約千种ビ思ひ 
居り R も昔厚紙に無秩序に II ひ付けて®き阿れが高價 


一三 

なるや敢て價格 tl 知らすして只多年の實地經驗にて其 
名の多くあるが少々存在するかを知れるのみにして幼 
雅なるものにて候但多年や b 居る故鋇質及正品及年の 
古新は小生ょり中々細しく有之候*>某氏に賴みて何ん 
V 」か出來るならんど一樓の望みは有之候但し何れのも 
のか珍らしきや知らす閉口仕居候(至和重寶でも五铢 
でも混合の上)猶小生は月1:一二回田舎の大人の所へ 
出張の用件有之時々舊家に何處も多少は古袋を置く故 
ー ッニブ 貰ひ來 b 居候が其爲め今日では中々の愛泉家 
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